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子 の慣性能率,結晶場 の嶺 さを考えれば,配向転移 を行 う一連 の物質の mole-
culardynamicsに対 して縫括純な把産が可能なのではないか と思われ ますO
従 -て,次 の ?tepとして HX,N2,02,Si昆∴ 五闇 4Ⅹ 等 の分子性結晶を
も威上げてお りますo革た, paraffin ho血Ologues へ進む ことも考 えてお
ります ｡
谷講師が中心Ejil,グ jL,-プ七は magnetic criticalp｡in･U近傍 の ulもト
asonic attenuaJ10r1- softmrJde.の ,iynA,imi.cs･反嶺磁壁殊の 'TN以下
での longitudinal spin pair correlaもion･ferrilnagnetic spin
waveの daTn_C,i-ngお よび frequency shift,displacive-type
ferroelectrics､に於け る anomalous sound aもtenuaもionの計算が ほ
ぼおわ りましたので, cri-もicalpoinも近傍 での磁 気共鳴巾,磁性体,塵誘
電体 の 'L'C近傍での coH ec･tive.excitation,反 強磁性体 0)spin-flop
transitic･nお よひ metalの magneもic transition近傍 の .sc)urld
attenuation等 を考えてゆきたい と思 っています ｡














当講座の実験を主体 とす る研究は, 庵低虚におけ る分光 および磁性の研究 の
2つに大別され,共l羊ユニークな仕 事であることを日給 している0 分光嫡孫 で
紘,現在鉄族蛮確 の燦 スペク トルを主に対象 としている ｡ 1∪年前ル ビーの線
スペク トルの研究 を行い,その後ルビ-の固体 メーザーが鏑発-3-れ て以来,
不純物 として鉄族 イオンを含む 廿堅い試料 "についての研究は盛ん豆行われ て
い るが, "軟かい試料 "即 ち鎗体につ しつて系統的に研究 を行お うとしているの
紘 ,世界中で当講座以外にないo当講座が発足 して4年にな り,既に項 味の あ
る結果が得 られているので,その一 ･二 を紹介す ることにする0
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クロムタ リウム ミョウバ ンの赤色 竣収線のゼーマン効果 0:)異方健から,この
遷移が磁 気双極子遵移に よるものであることが,実線的に明 らかたされ, また,
強磁場下の測走によ って隣葦2吸収顔 のパ ッVエ ソバ ック効果が観測され,配
j立子場理論によう説明がなされている O クロムグ ァニチン硫酸は強誘電礎 で替
るれ 内部竃喝に よるtl,-タルク効果が見つ.か り, Cr を Aeで うすめ畠と吸
収嫁の7本への分裂が観測 され,これは7つの異な る電場 を感 じるサイ トの存
在によ って説明かつ くOこの実数例 は書封本の分光挙上始めてのものである0 億
度箪係 では多核錯体の帯磁率 の研究 を行 ってお り,クロム4核留体の CTS+ ィォ
ン間の交換相互作用が度胸 と大きさについての知鬼を樽 ているoijulK でない,
毘方(､モよ -ては徴綾子 と考えられる系 揖研究 とい う立場か ら興味かあるO磁気
鴇測J/王を碓砥温,脚 韻場 に延境す るべ くパルス強磁 壊制定案買,新男鋸肖櫨温度
ノ生成表意 を組立て中である. なお,有機化 合物 7T電子系聖物性論 ,7戌 場 示 ら研




???? ?? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ?
我々の潮 究室は*村場二教確が理学部,から65年に移 って以来,数年金環合
金の碗性 を甲心に研究をすすめてき･r=O符に面心立方鉄の磁 性 をまだ充分には
解決 され ていない金屑 0)磁性の解明への一つの手がかりと考 え,面心立方構造
をとる Invar型鉄合金 一 中でも Fe65 (Ni一_XMux )55 の組成で示 さ
れ了る三元合金についてメスバ ワ-効果,電気砥抗 ,中性子細Li':1]折など, 多方面I
の実鞭手段 を伺いっつ研究 をすすめている｡ この合金系は､Fe-Ni側 の強磁性
領域から, Fe-Mn側 の反戦磁 壁領域にわたる今域固潜であ9'とともに,強敵
娃 ･反強磁性の両方 の性質の移 りかわ りが邑られるとヤ､う捧徴があ り,tのこI
とが, この合金系に着 目した主な根拠 でもあ る｡すでに或 々の研究室において
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